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数木的倒壊 を生 じた区域 とによつて甚だ むく其林型 を異にし、前者 では比較的

、廣面積(o,5～15階)に 一齊林が更新されて居 るが、後者の場合 では小面積(().1・v

o.5附)に 更新 され て樹冠層は複雑 となり 年齢 の配置 も廣範囲 に亘つ て擇伐 林型

に近 くなつて居 る。

而 して比較的廣面積 に更新 された壮齢 林 に トドマツの混淆 多 く、小面積 に更

新EISれた壮 齢林 には トドマ ツの割合は少な くエゾマツの多い のは、一時的急激

な疎開のために充分な陽光 と腐植土の分解進みた る 土壌上 に よくトドマ ツが 生

立す る性 向あ るがためであ る。

山麓丘陵地 で擇伐林型 を呈 することの多いのは 平地林 ようも比較的強い風衝

地域 とな り、老齢上木の 倒壊 され るもの多 くして 自然に擇伐 的 に局部的疎 開を

生ず るためであ る。

(VⅡ)摘 要

以上各種の調査 及観察 よう考察 して次の如 き結果を得 らるる。

(1)本11i岳 林一帯 ではエゾマ ツ、 トドマツ林 は 海抜 高600～700米 の高度に及んで

其面積は山岳地帯 面積の約40%と なつて居 るが、將來施業の対照 となし得 る

森林 は 海抜高400～500米 の高度 以下 の生長力の猶相當に存する地域 に限 られ

て・面積1ζ於ては山岳地帯面積の30～35%に 過 ぎぬ。

(2)山 岳地帯 に於け るエ ゾマツ、 トドマツ は風 に よる老齢上木の倒壊後、前生樹 に

よる更新が大部分 であつて、叉 老齢上木の倒壊後に新 に成立 した エゾマツ、 ト

ドマツも多数 あ る。

老齢林が暴風 に よつて 一時的急激な比較的大面積の 倒壊 を生 する時は、一齊

林 とな リ トドマツの混淆 歩合多 く、箪木的 な小面積の、長期間の倒壊は擇伐 型

の森林 となつて トドマツの混淆 歩合は割合に少な く、エゾマ ツを多 く混す る。

(3)山 岳地帯 では常風及暴風方向は 谷筋 の方 向に転向 されて、風 に よる倒壊被害は

中腹地帯、谷筋、丘陵、地形線の屈曲點等 に多い。
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(4)本 地方は平均風 向及暴風方向は北 を主 として僅かに西及東 に偏 る。 而 して山岳

林地帯では風向を著 し く転向 して 西偏 りとな り、地形的には谷 の 上部か ら下部

へ吹 く暴風 による倒壊が生ず る場合が多い。 故 に將來の山岳林施業に於 ては伐

探方向 と林縁保護 は谷及丘陵地の方向に鑑み て地形の一L方か ら下二方へ向ふ風害

に対する 保護を必要 とす る1)。

(5)作 業種は風害 に対する 抵抗の最 も強い もの2)に して更新 可能な點より 考慮 乙て

擇伐作業を可 とす る如 くであ る3)。
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